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骨・軟部腫瘍における緩和ケア

ーアンケート調査結果をもとに－

阿部泰之''２松野丈夫’月山淑ユ

癌をはじめとする悪性願鰯に対する紐和ケアの関わりは

近年その必要性が鰯議され，各施投で綬和ケア病棟・綬和

ケアチームとして活動が盛んになっている.･骨・軟部囲癌

領域でも原発性』麹羊願疫または転移性の什皿癌を扱うこ

とから，綬和ケアのニードはあると考えられる．しかしそ

の実態は不明である．今回骨・軟部皿癌領域における綬和

ケアの現状・ニードの把握を目的とし，全国の施段にアン

ケート岡迩を行ったのでその結果を報告するアンケート

は２租親作成し，一方を竹・軟部肌癌を扱う整形外科施設

に，もう一方をホスピス・綬和ケア滴棟施股に送付した．回

収率はそれぞれ58％，３１％であった．綬和ケアに患者を紹

介したことがある整形外科施設は82％にのぼったのに対し，

骨・軟部面癌患者を受け入れたことのある錘和ケア施股は

46％であった．原発住の悪性骨・軟部囲癌巡行期患者で対

処を要した項目では，整形外科側力噸に呼吸蕾，痛みを挙

げているのに対し，綬和ケア側は痂み，家族への対処が問

題とし，また同項目の転移性骨風癌に対する質問でも，璽

形外科側が痂み，脊髄麻郷を挙げたのに対し，綬和ケア側

は痛み，スピリチュアルペイン，倦怠感がilllMmとしていた．

双方の恐者の症状に対する潔鐡の違いが浮かび上がった．一

方で魅形外科医のほとんど力麺和ケアの必要性を感じ，痔

痂コントロールや稲神的なサポートを望んでおり，自由回

答からは若年者への対応や．治療から非治癒lllIへのギアチ

ェンジに対する悩みがあることがわかった．反対に綬和ケ

ア側からも鞍和ケアへの早めの相談を麺んだ叺癖痂治盛

への8E55iを高めて欲しいという要望とともに，脊椎転移等

に対しては塾形外科への協力を求める声が多くあった．こ

れらのアンケート調査結果を６とに現状・ニードを分析し，

冊・欣部HHI鰯における綴和ケア，もしくは薙形外科医にと

っての級和ケアとは何か，今後の方向性を考察する．

'旭川医大磁形：旭川医大綴和ケアチームコ和歌山医

大梨学的治癖・綬和ケア部
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